
町長の所信表明に対する総括質疑の概要 
 

平成３０年第４回二宮町議会定例会 

 

 

日 時  平成３０年１２月１７日（月） 午前９時３０分以降 

№ 質 問 議 員 質問の概要（本人の提出原稿） 

1 
前田  憲一郎 

         議員 

 

 

本年 11 月 23 日に発行されたタウンニュース 1241 号大磯・二宮・中井版によ

りますとテレビ局や新聞社のインタビューに応じた村田町長は、2 期目に向け

「責任を持って町長としての務めをしっかり果たしていく」と表明。庁舎の移転

整備や東大跡地の活用などに継続して取り組む考えを示し、「人口減少のなかで

も安心して暮らせるまちづくりを進める」と抱負を語られ、所信表明の中でも今

後 4 年間の町政運営に臨むにあたり、取り組むべき 6 つの大きな柱について述べ

られ、より具体的な施策などについては、年度当初の施政方針として示させてい

ただきます。と述べられました。 

第 5 次二宮町総合計画後期基本計画重点的方針及び分野別方針案を出され、ま

ちづくりの方向性を 4 項目にまとめ、重点方針、分野別方針があげられています

が、どの項目をみてもただ単にそれぞれ、進めます。いきます。推進します。図

ります。とあるだけであり、それぞれ何をどのような施策のもと具体的に展開し

ていくのか具体策がまるで見えてきません。そこで、まちづくりの方向性 1～4

に掲げられている重点的方針、分野別方針等について次にあげる点について現段

階での具体策をお聞かせいただきたい。 

 

① 安心して暮らせるまちづくりの一つは、まちづくりの方向性 3 にあげられて

いる交通環境と防災対策の向上であると思います。この選挙運動中に 1 日平均

20 ㎞あまり町を歩いてみると車で通ったのでは気がつかず見過ごしていた点

が目につきました。いたるところ、ブロック塀に亀裂が入っていたり、傾いて

いたり、下の部分が削れているなど危険な箇所がありました。また、民家に大

木が倒れかかりそうな箇所もあり、震災でなくとも大型台風による強風によっ

て梅沢地区の町の記念物である樹齢 300 年の古木が根こそぎぎ倒れ倉庫を破

損したように人命にかかわりそうな状況にある所もありました。道路の状況を

見てもあれっ、ここも穴があいているというようにいたるところ破損していま

す。高齢者がカートを押したり、引いたり、小さなお子さんをベビーカーに乗

せ歩く際に車が引っかかってしまい歩きづらい転びそうな箇所、自転車で高齢

者や乗り始めの子どもさんが転んで怪我をしてしまいそうな所や歩道がなく

事故が起きそうな危険な所が町中いたるところにありました。安心安全に暮ら

すためにはすぐに解消すべきであると思います。いかが対応していくおつもり

ですか。 

② 高齢者福祉について 2 点伺います。地域の通いの場は町の担当部署、地域の

社会福祉協議会、ゆめクラブ等のご尽力により、円滑に運営されていると思い

ますが、自宅から歩いて道なり 1ｋｍ圏内に店がなく買い物に困窮している方

が町内各地区に多数います。移動販売車が入っている地区もありますが、この

ような買い物難民をなくすなど地域で自立した生活を支援していく具体的施

策をお聞かせください。本年視察した東京都の日の出町では 75 歳以上の高齢

者を対象に町で実施している健康診断を 5 年受診者に医療費の無償化を行っ

ています。小児医療費無償化だけではなく高齢者に対する医療費無償化につい

ても実施していくお考えはありますか。 

③ 健康づくりについてですが、運動習慣づくりを促進します。とありますが、

どのような施策をおもちですか。 

④ 子育て、教育に関連する事項について 4 点伺います。 

特色ある幼稚園教育の支援を図りますとあります。現在、二宮町には公立幼

稚園がなく私立幼稚園しかないわけですが、どのような支援をし、どのような



特色を出していくおつもりですか。 

コミュニティ・スクールという言葉が数多く出てきています。来年度より、

町立小中学校すべてがコミュニティ・スクールになるわけですが、どのような

手立てで地域と学校が連携して子どもたちを支えていくのですか。現状では、

地域の特定の方しかコミュニティ・スクールが始まることを知らないのではと

思います。平成 27 年 9 月議会で小中一貫教育、コミュニティ・スクールの開

校をお考えいただきたいと私は要望いたしましたが現状を危惧しています。町

側のコミュニティ・スクールに対する施策をお聞かせください。 

就学援助新入学児童生徒学用品費が所得により支給されていますが、10 月

から始まった国の新たな生活保護基準で関連項目の上限が引き上げられたこ

とを踏まえ、増額した自治体がありますが、二宮町では増額をお考えになりま

せんか。中学校入学時に支給される額が 6,800 円の差でしかない。中学校入学

時には学生服の購入など費用がかさむと思いますが、増額するお考えはありま

せんか。いかがですか。 

児童生徒の学びの保障について伺います。昨年度より 2020 年度からの小学

校英語の教科化に備え、中学校の英語教諭を英語科指導研究員として継続的に

3 小学校に派遣し、教員の英語力や授業の力量向上を支援していますが、現在

の二宮町の児童生徒の水泳の授業数は、以前申し上げましたように学校プール

が設置されている自治体の児童生徒に比べ少ない授業数でしか行われていま

せん。これでは泳げるようにならない何とかしてほしいとの声を保護者間から

聞いています。文部科学省は体育の授業の中でほかの単元の授業数を減らして

でも水泳の授業数を 10 時間は確保していただきたいと言っています。このこ

とについての見解を伺います。 

⑤ スポーツについてですが、スポーツを通じて、仲間を増やし、地域のつなが

りやきずなを強めることも課題となっているとありますが、この課題を克服す

るための施策をお持ちですか。お聞かせください。 

 

以上町長より現段階での具体的な施策についてご答弁をお願いします。 

 
  

２ 
一石 洋子 

    議員 

 

① 村田町政の 4 年間に町民が円卓に集い様々なテーマで対話、意見交換、議論

する、場面が格段に増えた。また町長自ら、あるいは高齢介護課の職員が地域

の真ん中に入り、情報共有を図り、地域包括ケアシステムへの第一歩である通

いの場が全町で立ち上がったこと、保健センターにおける母子のサポート事業

が今まで手の届かなかった受援者を増やすなどケアを広げる施策についても

評価する。しかしながら「町民力の高い皆様と一体となった自治体運営、響き

合うまちづくり」のために町民の方々が誇りをもってまちづくりの力を発揮で

きる新しい仕組みが必要ではないか。 

 

② 新庁舎整備について町民の皆様と活発な意見交換をしながら進めると有る。

意見交換をどのように設定するのか、また成果をどのように受け止めるのか。 

 

③ 「自然の中で安心して子育てできる環境」「豊かな自然環境良好な住環境を

守る」とある。町内の自然環境は思いの他荒れているし、これを十分に生かし

ているとは言い難い。自然をいかした健やかな暮らしについてもっと踏み込ん

だ二宮町の価値を高める施策について問う。 

 

 



３ 
渡辺 訓任 

     議員 

 

 

平成30年第4回定例議会で示される町長の2期目にあたっての所信と諸施策の

方向について、以下のように所見を問う。 

①子どもと子育ての支援については、教育と並んで「自然の中で安心できる子育

て環境の充実」を掲げておられる。実質収入が上がらず、少なくない町民が暮

らし向きが悪くなったと感じている中、子育て世代も例外ではなく、経済的な

支援を求めている。小児医療費助成制度について、もう一歩先に進んで所得制

限の撤廃や 18 歳までの拡充について進められないか。さらに、国保税につい

て均等割の減額・廃止を子どもの分だけでも進められないか。また、「豊かな

自然を身近に感じられる」環境を守る施策は具体的にはどのように考えている

のか。 

②学校教育について、「子ども・教師・保護者・地域の人々がともに学び育ちあ

う教育の充実」を掲げておられる。「自発的に行動を起こせる環境」を整える

ことと、計画的な教育への投資を施策の柱として挙げているが、これらは具体

的にどのようなことなのか。さらに、コミュニティスクールと小中一貫教育を

同時に進めようとする中、学校規模の適正化と学校再配置を急いで進める必要

性はあるのか。 

③「ひとり暮らしを支える地域づくりの推進」にうたわれる「二宮型『地域包括

システム』」とはどのようなものか。また、選挙政策では特に認知症対応型施

設整備を取り上げていたが、町で地域密着型グループホームを運営してきた恒

道会が破産申し立てをした。町として今後どのように対応するのか。さらに、

コミバスについて高齢者の「買い物不便解消」「移動の自由を保障する」観点

からの充実についてどのように考えるか。 

④所信表明の中では、地域経済について触れていない。町の経済循環率は低いが、

この点についてどのように考えるか。新庁舎建設や小中学校普通教室へのエア

コン設置が地域経済に与える効果についてどのように想定しているか。 

⑤行財政運営に関連して、公約の中に「事業の見直しと職員の働き方改革」に触

れていたが、所信表明では触れていない。町民サービスを削ることを心配する

声もある。具体的にどのような事業の見直しを考えているのか。時間外労働の

増加は、根本的には仕事量が増える中での人減らしに原因があるのではない

か。 

以上 

 

備考：２番目の質問開始時刻は、直前の質問終了後となりますので、不確定です。 


